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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

葉
県
で
は
注
意
喚
起
を
左
記
の
と
お

り
見
直
し
、
運
用
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

臼
 注
意
喚
起
の
地
域
区
分
を
設
定

　
従
来
は
、
県
内
全
域
を
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
見
直
し
後
は
「
県

北
部
・
中
央
」
お
よ
び
「
九
十
九

里
・
南
房
総
」
の
二
地
域
に
区
分
し

て
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

※
印
西
市
は
県
北
部
・
中
央
に
該
当

し
ま
す
。

渦
注
意
喚
起
の
判
断
お
よ
び
時
刻

　
従
来
は
、
午
前
9
時
ご
ろ
に
一
回

だ
け
実
施
し
て
い
た
注
意
喚
起
を
二

回
に
変
更
し
、
状
況
に
よ
り
午
後
1

時
ご
ろ
に
も
行
い
ま
す
。

嘘
「
濃
度
改
善
」
の
お
知
ら
せ

　
注
意
喚
起
を
実
施
し
た
地
域
内
の

全
て
の
一
般
大
気
測
定
局
に
お
い
て
、

P
M
2
・
5
の
濃
度
が
2
時
間
連
続

し
て
　
μ
ｇ
／
逢
（
マ
イ
ク
ロ
グ
ラ

50

ム
／
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
下
回
っ
た

場
合
に
、「
濃
度
改
善
」
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
濃
度
改
善
の
お
知
ら
せ
が
な
い
場

合
、
注
意
喚
起
の
お
知
ら
せ
は
当
日

に
限
っ
て
の
適
用
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
ま
た
は
左
記
ま
で
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
2
）。

リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会

　
み
な
さ
ん
が
出
し
て
い
る
家
庭
ご

み
、
資
源
物
が
ど
の
よ
う
に
選
別
さ

れ
、
処
理
、
再
生
さ
れ
て
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
。

　
こ
の
見
学
会
は
、
ご
み
の
分
別
と
、

減
量
化
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
、
ご

み
処
理
施
設
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な

ど
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。

　
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生

す
る
ご
み
焼
却
熱
を
地
域
冷
暖
房
に

利
用
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
の
見
学
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ご
み
問
題
や
環
境
に

■場 
京
成
電
鉄
大
神
宮
下
駅
前
に
集
合
。

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
前
（
京

成
船
橋
駅
そ
ば
）
に
て
解
散
。　

【
共
通
】

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
・
資
料
代
）。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
（
パ
ー
ト
Ⅰ
の
み
）、

防
寒
着
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
持
参
。

※
雨
天
中
止
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
○47 
1
4
5
5
）。

明
る
い
選
挙
書
き
初
め
展

　
市
内
の
小
・
中
学
生
の
み
な
さ
ん

に
、
選
挙
に
対
し
親
し
み
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る

「
明
る
い
選
挙
書
き
初
め
」
の
入
賞

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

■時 
1
月
　
日
我
～
2
月
4
日
峨
。

22

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。　

■問 
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
緯
内

線
4
4
1
）。

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
藤
澤
進
氏
（
N
P
O
法
人

男
の
パ
ン
工
房
こ
だ
わ
り
ブ
ー
ラ
ン

ジ
ェ
代
表
）。

■対 
市
内
在
住
の
夫
婦
　
組
（
男
女

12

パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
の
参
加
も
可
）。

■費 
一
人
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

2
枚
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

冬
の
散
策
会

　
　「
自
然
と
歴
史
を
求
め
て
」

【
パ
ー
ト
英
】

　
利
根
運
河
で
冬
鳥
観
察
と
酒
造
見

学
（
流
山
市
）・
約
6
娃
。

■時 
2
月
7
日
画
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
東
武
野
田
線
運
河
駅
に
集
合
。
同

駅
に
て
解
散
。

【
パ
ー
ト
衛
】

　
海
老
川
の
自
然
と
江
戸
期
か
ら
続

く
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、太
宰
治

の
居
住
地
跡
訪
問
・
約
2
・
5
娃
。

■時 
2
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

16

30

　
時
　
分
。

12

30

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
目
指
し
、

日
本
と
異
な
る
文
化
や
習
慣
な
ど
へ

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■時 
2
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
　
時

19

10

11

　
分
。

30■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

噛
講
師
…
 全
  英
愛
 氏
（
韓
国
出
身
）。

じ
ょ
ん
 よ
ん
え

■内 
市
内
在
住
の
外
国
人
が
、
日
本
語

で
、
出
身
地
の
紹
介
を
し
ま
す
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
2
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

男
女
共
同
参
画
事
業

夫
婦
で
楽
し
む
パ
ン
作
り
教
室

　
2
人
で
パ
ン
作
り
に
挑
戦
し
て
、

家
庭
で
の
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

15

10

2
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（３）平成２６年（２０１４）１月１５日号

つ
い
て
学
習
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ

な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
案
内
役
は
、
市
民
活
動
団
体
｢
温

暖
化
防
止
印
西
｣
が
務
め
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
～
午
後

18

4
時
（
市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
に
集

合
）。

■内 
▼
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
な
ど
／
大
塚
）
▼

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
焼
却
場
の

余
熱
を
利
用
し
た
地
域
冷
暖
房
／
大

塚
）
▼
㈱
印
旛
共
進
（
ビ
ン
・
カ
ン

な
ど
の
中
間
処
理
／
小
林
）
▼
㈱
佐

久
間
・
印
西
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
古
紙
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

中
間
処
理
／
松
崎
台
）
▼
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
焼
却
灰
な
ど
の
埋

立
処
分
／
岩
戸
）。

■対 
市
民
。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
弁
当
、
筆
記
用
具
持
参
。
写
真
撮

影
可
。
参
加
者
に
は
、
い
ん
ザ
イ
君

の
エ
コ
バ
ッ
ク
を
贈
呈
。

■申 
2
月
　
日
俄
（
土
・
日
曜
日
、
祝

10

日
は
除
く
）
ま
で
に
、
電
話
か
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
3
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

環
境

P
M
2
・
5（
微
小
粒
子
状
物
質
）

高
濃
度
時
の
注
意
喚
起
の
基
準

が
変
更

　
国
の
専
門
家
会
合
に
お
い
て
、
P

M
2
・
5
の
注
意
喚
起
の
判
断
基
準

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
千

場
2
時
　
分
～
）。

30

■費 
大
人
3
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
1
街
5
0
0
円
（
全

席
指
定
）。

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
か
ら
5
0

0
円
引
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障

害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
3
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
お

よ
び
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p

lu
s.
jp
/

）
で
発
売
中
。

※
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
、
電
話
予
約

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
豪
華
キ
ャ
ス
ト
を
迎
え
て
の
現
代

狂
言
第
8
弾
。
印
西
市
で
は
3
回
目

の
公
演
と
な
り
ま
す
。

　
出
演
者
は
南
原
清
隆
、
野
村
万
蔵
、

佐
藤
弘
道
、
遠
野
な
ぎ
こ
、
川
村
ゆ

き
え
 ほ
か
。

■時 
2
月
2
日
蚊
・
午
後
3
時
～
（
開

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切

れ
の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、

文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

2/2
（日）

現
代
狂
言
駅
　

   狂
言
と
コ
ン
ト
が
結
婚
し
た
ら
…

　印西クリーンセンターでは、粗大ごみ・燃や
さないごみ処理施設の定期修繕を2月8日臥～
16日蚊に実施します。
　これに伴い、修繕期間中は次の業務をお休み
させていただきます。
【粗大ごみの収集・直接搬入】
　修繕期間中の粗大ごみの収集およびクリー
ンセンターへの直接搬入はお休みさせていた
だきます。
※粗大ごみの受付業務は修繕期間中も行って
います。
■申 粗大ごみ収集事務所（緯碓80 8686）。
【燃やさないごみ・有害ごみの直接搬入】
　修繕期間中の燃やさないごみおよび有害ご
みのクリーンセンターへの直接搬入をお休み
させていただきます。
※燃やすごみ、燃やさないごみおよび有害ごみ
の集積所の収集は、通常どおり行います。
　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
※詳しくはホームページまたは下記まで。
■問 印西地区環境整備事業組合（緯碓46 2734）、ク
リーン推進課クリーン推進班（緯内線383）。

　手作りを楽しみながら、交流の輪を広げま
しょう。華やかなお祝い鶴のなかに、和紙の
お雛様を飾ります。
■時 2月13日牙・午前10時～正午。
■場 市民活動支援センター（中央駅前地域交流
館2号館内・中央南）。
■対 大人。
■定 16人。
■費 300円（材料費）。
■他 木工用ボンド持参。
■申 電話またはメールで下記まで（先着順）。
■問 市民活動支援センター（緯碓48 4500・■メール i．
shiencenter@minos．ocn．ne．jp）。

市民活動支援センター市民講座　
だんごくらぶ④

粗大ごみの収集・直接搬入
燃やさないごみ・有害ごみの直接搬入

2月8日臥～16日蚊
お休みします

「鶴の中の「鶴の中のおお雛 雛 様づくり」様づくり」
ひな

▲毎年力作がズラリとならびます（写
真は過去のもの）


